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司会 (島本) 本日は私ども一般社団法人日本建築
美術工芸協会主催 2017年 aaca景観シンポジウムに
お越 しいただき、誠にありがとうございます。

私は進行を務めます当協会会員・ 愛知株式会社の

島本でございます。

どうぞよろしくお願いいた します。

本日のシンポジウムのテーマは、「『都市に緑を・

地下に光を』都心工場の再整備により、地域に貢献

する緑を生む計画事例より」と題 しまして、2時間
半ほどを予定 しております。

それでは講演に先立ち当協会の会長、岡本 賢より

皆さまにご挨拶を申し上げます。

岡本会長

皆さま、こんにちは。本日は aaca

の景観シンポジウムに多数お集

まりいただきましてありがとう

ございます。この景観シンポジ

ウムですが、当協会日本建築美

術工芸協会は、建築とアー トに

関わるあらゆる分野の人たちが集まつて構成 してい

る協会で、創立者は芦原義信先生ですが、先生が提

唱している建築とアー トが一体となって優れた都市

景観、都市環境、それから文化的な生活環境をつく

るということに関して、いろいろな活動をしてい<
ということで、現実的にはさまざまな情報発信をし

ている協会です。

私どもの協会の中で景観シンポジウムは大きな事

業の一つになっておりまして、特に東京周辺ですが、

その時長のまったく新しい都市環境をテーマに取り

上げまして、関係者の皆さま方からそのプロジェク

トについてお話を伺うというようなことで、このシ

ンポジウムを開催してまいりました。

だいたい年に 2回 ぐらい開催しておりまして、前
回は豊島区役所のエコミューゼタウンというプロジ

ェクトを取り上げさせていただきましたし、その前

は二子玉川にあります二子玉川ライズのプロジェク

トを取り上げさせていただいております。お手元に、

たぶんその資料が配布されているのではないかと目

います。

きょうは都心で数少なく残っている工場跡地の再

開発というような捉え方ができるのではないかと思

います。市谷の DNPの工場跡地に新しいプロジェ
クトを展開するということで、テーマにありますよ

うに「都市に緑を 。地下に光を」で、都lbに森をp
<る ということで、まったく新しい緑あS、れる、光
あら、れる都市環境を構成しようということで、さま

ざまな方たちが集まったプロジェクトチームが構成

されております。本日は、そのチームの方たちから、

そのプロジェクトにまつわる理念や手法など、いろ

いろな点で興味深いお話が聴けるのではないかと期

待しております。

当協会では、このシンポジウム以外にもさまざま

な事業企画をしておりますが、建築やアーi卜 を表彰

します AACA賞、芦原義信賞の表彰事業も行つてお
りまして、現在その事業の最中です。

それ以外にも、新しい建築プロジェクの中にアー

トをどのように取り込むかということで、プロジェ



ク トの計画段階からアー トの在り方を検討 して、そ

の作品を建築の中に展示するというような街の中に

作品展を行うという「街なかミュゼ」と称 している

事業も行つておりますし、そのほか講演会、フォー

ラム、展覧会などさまざまな事業を展開しておりま

す。

来年は 30周年を迎えることになりまして、さら
に発展的にいろいろな事業企画を行つているところ

ですので、ぜひ本日お集まりの皆様方もそういつた

いろいろな企画にご参加いただいて、当協会にご支

援を賜りたくお願い申し上げたいと思います。

本日は、このひととき有意義にお過ごしいただけ

ればと思つておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。ありがとうございました。

司会 岡本会長、ありがとうございました。
それではただ今より、第 1部講演の部を始めたい

と目います。最初にご講演いただきます山本茂義様

をご紹介させていただきます。

山本様は 1958年 福岡県にお生まれになり、早稲
田大学理工学部をご卒業ののち、1981年 に株式会社

久米建築事務所、現在の株式会社ス米設計に入社さ

れました。現在は取締役常務執行役員設計本部本部

長として、オフィス、教育施設をはじめとした数多

くの建築設計に携わられています。

山本  皆さん、こんにちは。今ご
紹介いただきま したス米設計の出

本です。きょうリーフレッ トでも

ご案内 しているように、「都市に緑

を 。地下に光を」というテーマで

お話 しさせていただきますが、最

初に私のほうから、このプロジェ

ク トの背景、それからどういう者

え方でこのプロジェク トができた

かというあたりをお話しさせていただいて、そのあ

と、いろいろなプロジェク トの協カメンバーがいま

すが、その中でもきょうのテーマに合う話として、

光をどう取り入れるかというところで Arupさん、
緑をどうつくるかというところで SWAさ んにお話
しいただきます。

私のほうからはまず、その背景をご説明していき

たいと思います。そのテーマですけれども、なぜ「都

市に緑を・ 地下に光を」というところを、まずご説

明しなければいけないのではないかと闇います。

この場所は、大日本印刷さんの倉」業直後からの工

場になります。創業は明治初期とお間きしています

ので約 140年 以上経っていて、市谷の地に来られて

130年以上という非常に長い歴史がある場所です。
その場所で工場を再開発して、オフィスと地下に工

場という形で造つていくというプログラムが当初ご

ざいました。

それを実現するためにどうするかというところで、

都市計画手法を使って容積をいかに増やすか、その

ために都市計画上のどういう手続きをとるかという

あたりをかなり長い時間をかけて検討 して、それか

ら行政と協議も非常に時間をかけました。もう 20

年近い B寺 間が経過 しています。

そのプロジェク トを実現するために、いかに容積

を確保するかということと、その容積を確保するた

めには公開空地としての緑をつくらなければいけな

いということが出てきます。ではそれを両立するた

めにはどうすればいいかということで、地下という

ところが今回のプロジェク トの大きな特徴になりま

す。そうすると今度は地下は真つ暗でいいかという

ことになりますので、その地下にどう光を落とすか

ということが大きな課題になつてきて、それで地下

に光を落としながら地上に緑をつくって容積を確保

していくことがまず大きな前提になつています。

場所は市谷です。この画面の下倶」のほうが JR市
ケ谷駅になり、中央が今回のプロジェク トの対象の

部分になります。左側に見えるのは防衛省になりま

す。今、1期、2期 、3期 という計画のうちの 2期が
できている状態になります。

古いものは明治時代の建物から、その後かなり増

改築を繰り返していて、着工前はこのような形にな

つていました



これが全体像の完成形のイメージになります。

中央の街区、東倶」の街区、それと西倶」の街区に大

きく分かれています。

敷地面積は当初は 5万 8400Mあ ったのですが、
道路の拡幅、提供公園等を3<と 、実際には 5刀 3800
雨ほどになっているという状況です。

開発の基本方針をご紹介 します。基本コンセフ ト

として、最初にご説明 した建物の高層化と地下夭」用

ということが一つ大きなホイン トです c夕 堀ヽへと運

続する大規模緑地、市谷の社による環境を倉」造 して

いこうということです。

それから E日 刷工場の規模縮小と地下化。これは周

辺住宅地への環境配慮という倶」面が非常に大きいで

す。

それから基盤整備。道路拡幅や公園 。広場の整備

など、これは都市計画上の要件でもありますが、安

全で快適な歩行空間をつ <っていくということです。

それからもう一つ、体育施設と文化施設を整備 し

て地域のコミュニティ活性イヒヘの貢献を図るという

ことが、大きな四つのポイン トにな っています。

開発手法の説明です。

上 鐘 計 轟   鶉 醸 誇 マ■,一
「
ラン檬 魏 燿 ―

新宿区の中で都市マスタープラン、いわゆる都市

マスと言われるものをまず前提に、どう開発 してい

くかというところで、ち ょつと見にくいですが、青

いところが今回の敷地になります。都市計画的に見

ると、外堀通り、それから外苑東通 りがそれぞれ東

倶」と西側にありま して、それを結δ幹線をつないで

いって、そこに開発 していくという考え方です。

それと市谷の社をつくっていく上で、新宿区の七

つの森というのがあります。

懸憲瞑硲了参の難

新宿区の中で 1番から番号が振つてあって、計 7
つの森がある中で、八つ目の森として市谷を位置付

けようということで、都市計画的な意味付けを行つ

ています。これが森をつ<る根拠になります。

都市計画的に地 EXI計画の再開発促進区という手法

を取つていますが、条件としては 12m道 路が少な<
ともなければいけない。本来は全て 12m道 路ですが、
西倶」は地区計画で一般型として、今はまだ 12mあ り
ませんが、将来は整備 していく。ただ、東倶」は、整

備にあたっては 12m道 路を少なくともここまでは通
してくださいということで協議が進んでいます。

それで地区計画の絵としては、こういう形になり

ます。

街区が A地区、B地区、C地区、D地区と分かれ
ます。地区施設のうちの道路、広場、緑地、市谷の

社として約 1万 4000所を整備するというような条
件。それから歩道状公開空地等を整備 していくこと

になります。

ここで断面を示 していますが、この赤いのが地面

のラインと見ていただくと、工場用途がブルー、薄

いブルーの部分になります。工場用途を地下に設け

て、地上にはオフィス、事務所をつくるということ

になっています。ただ、工場といつても輪転機があ
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るような音の印刷の工場とはちょっと違っていて、

印届」の前工程といわれている主に DttP作業をする場
になっていますので、ぱつと見には工場というイメ

ージではありません。

こういう形で、緑をつくるために、かなりの部分

を地下に埋めています。そのために普通のプロジェ

ク トに比べると、非常に地下率が高いということに

なります。通常のオフィスを建てるというところで

い<と、採算性を考えるとこれだけ地下が多いとい
うことはなかなかあり得ないですが、そこは大日本

印届」さんが、この場所、創業地に近いところで開発

をしたい、 しかも環境をきちんと整備 したいという

ところから、こういう形になってきたということに

なります。

これが高層の 25階地下 4階のオフィス部分にな
ります。これではまだ北側には建物がありますけれ

ども、既に解体は終わりつつありまして、このあと
一部建物は来ますけれども、そのほかは緑に覆われ

るという予定です。その一部分がこのあたりに垣間

見えます。ちょっと影になっているここにもすでに

緑ができていますが、このような形です。この写真

ではちょつと寂 しい緑ですが、のちほど SWAさ ん
からご紹介いただける資料では、もっと緑豊かなも

のになつているはずです。

それから、ここに時計台があって、音の大日本 E日

刷さんの一番の拠点の本社機能があった、それにつ

ながって工場があるというような形ですが、この時

計台を残 していこうということもこれから行つてい

きます。

右の写真は竣工当初のオフィスのエントランス横

のラウンジから見た緑の風景です。これはもう 2年
前になりますので、今は既にもっと豊かな緑になつ

ています。

高層棟の基準階プランはこのような形です。

西倶」にコアを集中させて東側にオフィススベース。

それからこの出っ張つた部分のところは、左の写真

のように各フロアをビジュアルにも動線としてもつ

ないでいこうという形を取 つています。

これは東街区と言 つている低層の建物の 1階 部分
です。東街 EXIと 言 っているほうですが、こちらは 1

階に食堂があって、その北倶」にちょっと上を盛 って

緑を見せています。

その部分の断面。

通常の人工地盤に比べると盛土も非常に厚くして

います。森がきちんと育つようにということで、こ

のあたりはいろいろなことを調べて、どういう土壌

がいいかとぃぅことも含めて検討して決めていきま

した。
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B工区のア トリウムで、こちらは見上げるとこの
ような感じ、 トップライ トからの光をいかに自然に
下ろすかということで、いろいろな検討をしたので

すが、いわ 10る 太陽追尾型のミラーやレンズを使つ

て、ちょっと人工的な感 じになる光を落とすよりは、

より自然な感じをどうやつて出せるかというところ

で、さまざまな検討をしてきまして、そこのところ

で次にご説明いただく Aru pさ んが技術的にいろい

ろなシミュレーションをしていただいたので、そこ

は詳 しくこのあとご説明していただけると用います。

このような形で、これは地下 3階のところにある
植栽ですが、非常に照度も十分に得られて明るい空

間ができています。

■ Ⅱ期の吹抜けの課題と解決

・断面を上方に向かって広げる

・反射ルーバーによる集光

鰺 壁面輝度差の軽減

・壁面パネルの目地ビッチに

錯視を利用

華 錯覚による深きの軽減

・吸音バネルの暫時的配置

驀 錯覚による深きの軽減

それと、こちら倶」のところでは、いかに光を拡散

させて壁面をどううま<使 うかというところがテー
マになりました。微妙に垂直ではなくて広がってい

る。上に行くにしたがって少し斜めに広がっている

ということと、それから吸音もしますが光を感覚的

にどう奥深い感じをな <すかということで、これは
パネル害」の図ですが、上に行くにしたがって、だん

だんバネル害」を縦横に大きくしています。こうする

ことによって、簡単な錯視効果ですけれども、見上

げたときに高さ感を少なく感 じるということを試み

ています。

これが トップライト部分になります。私の前段の

明は以上になりまして、このあとの光環境のとこ

の技術的なと'こ ろを Aru pさ んにおつなぎしたい

思います。どうもありがとうございました。

会 山本様、ありがとうございました。いま一度、
さま、大きな拍手をお願いいたします。

説
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松延 ただつご紹介にあずかりま
した Arupの松延です。よろしく
お願いいた します。

今回、大日本印刷さんのプロジ

ェクトでは、久米設計さんの下で、

外装だけではなくて、今ご紹介い

ただきました光関係の提案といい

ますか対策みたいなことを考えて

くれ。ということでご依頼をいた

だきまして、かつ大日本印届」さんという、まさに印

刷物を扱われる会社様ですので、色や光などに非常

に興味をお持ちの会社ですので、そういつた方反が

満足できるような光の空間はどうやつたらいいかと

いうことで非常にいろいろ悩みました。

先ほど山本さんのご説明にもありましたように、

光追尾型の電気仕推卜けのものを何か使つて長時間で

きるだけ光を照らすとか、人工照明で明るくすると、

そういったことではなくて、その空間が、たとえば

地下だつたら地下にいることを忘れさせて <れるよ
うな、そういう空間にしたいということを非常に強

く求められまして、大変、試行錯誤を繰り返 しまし

た。

その中で、われわれ Arupという会社が過去にや
ってきたプロジェク トなどを振り返つてみると、わ

れわれながらいろいろ参考になるものがあつたなと

いうことで、そういうものを参考にご提案 したもの

が先ほどご紹介いただいたものですので、Arupの プ
ロジェク トでヒントにしたものを少 しご紹介 しなが

らご説明させていただきたいと思います。

いま見ていただいているものは、皆さまご存じの

香港上海銀行です。このビルをフォスターが香港に

建てることになったときに、Arupが香港に事務所を

開設 してスター トしたという記念すべきものです。

このビルはご存 じのとおり、両サイ ドにこういう

メガス トラクチャーがあって、9フ ロア分の床をつ
り橋のような構造で 6ヾら下げて柱のない無柱の空間

をつ<つ ているのが一番有名な仕推卜けだと思います

が、その構造をうまく利用 して各フロアのカーテン

ウォールが、フロア・ ツー・ フロアでボンと抜けて

いるというところがこの建物としては大きなポイン

トです。

そうしますと、当然ながら、学生時代の建築計画

などでよく習う、窓の大きさは横に長くても中まで

入つてこないけれども縦に長いと奥まで入つてくる

という、まさにベーシックな部分をそのまま体現し

ていて、この高さをできるだけ大きくすることによ

つて、奥行き深いところまで光が入つてくるという

構造になつているわけです。

かつ、途中の階までは真ん中が吹き抜けになって

います。香港という場所はほぼ北回帰線と同じぐら

いの高さですので、1年間を通 して太陽光が真上に
近いぐらいのところを通ります。ですから南側から

は少し光が入つて <るわけですが北側はほとんど入
つてこないというところで、真上から降り注いでき

た光を反射するための反射板がここに付いています。

この反射板が真横に光を反射 して、真ん中の吹き抜

けのここの天丼面に光を反射させて、非常に奥深い

高さのある吹き抜けを均等に照らすような仕組みが

付いているということです。これが 1985年 ですか
ら、もう 30年以上前のプロジェクトということに
なります。



これは途中階ですけれ

ども、階高の高いカー

テンウォールで奥深く

まで光が入るようにな

つているということで

す。こういう光の扱い

も一つ参考にさせてい

ただきました。

皆さん、建築家の方々

は、日ごろから光や窓

をどこに付けるかとい

うことはお悩みのこと

だと思いますが、われ

われ Arupという会社
は倉」設者が構造のエン

ジニアなものですから、構造の仕組みと光、特に自

然光を有効に使うという考え方を非常にうまく使つ

たものが、さらにもっときにありまして、 1956年、

ちなみに Arupと いう会社ができたのが 1946年なの

で、ちょうど 10年 ぐらいしかたつていないぐらい
のころですが、Bank Of Englandの E日 刷局ですc造
幣、お金をつくっている工場です。

これは空撮で見たところです。イギリスですので

全部 RCでできていて、こういうアーチ状の RCの
梁と屋根スラブが、ちょっとうろこ状になっていま

す。これは中で見ると実に簡単で、こういうアーチ

状の RCの構造体の間に天丼スラブが少しめくれ上
がつたような形で付い

ていて、その間に トッ

プサイ ドライ トがいつ

ぱいはめ込まれている。

これはしかも全部北

倶」を向いています。

ですので、北側の直射

光でない天空光をこの

屋根スラブに間接的に

反射させて工場内を明

るくする。非常に均質

に明るくするというこ

とです。工場は、皆さ

んはパッとイメージさ

れると大きな空間だけれども薄暗いというイメージ

が強いと思いますが、それを明る<見せている。こ
ういう空間が自然光をうまく利用 した空間として求

められているのかなということも、この中で感 じた

ことです。

さらに言いますと、Arupの 場合、先ほどフォスタ
ーのプロジェク トがありましたけれども、レンゾ・

ピアノとかそういう人たちとのプロジェク トが多い

ものですから、香港上海銀行とほぼ同時期ぐらいに、

有名なレンゾ 0ピアノのメニル・ コレクションとい

う美術館ですが、今となっては著明な建築家の皆さ

んが自然光を使 つた美術館をたくさんやられていま

すけれども、このぐらいの時代はまだ美術館に自然

光を入れるなどもってのほかだと言われていた時代

だというのを私もよく党えています。

メニル・ コレクシ∃ンは、これは外部に見えてい

る部分ですが、これと同じ形状の天丼板が室内にい

つぱいざら下げられていて、屋根はこういうガラス

張りになっていて、入つてきた光をこの天丼パネル

の背中で反射させて、おなかで反射させて、中に拡

散光として取り入れるということをやっているプロ

ジェク トです。これはよく教科書にも出てくるもの

なので、皆さんもよくご存 じかと目います。

室内から見るとこういう形で、自然光をふんだん

に取り入れているけれどもまつたく直射光が入らず

に、全部、間接光で柔らかく入れている。かつ、こ

れは音の反射板にもな っていて、室内はあまり雑多

な雑音が響かないようになっているものです。こう

いう技術がたらやん求められているだろうなと。



これは構造的なメカニズムで、屋根を普通の鉄骨

トラスでつ<っ ていて、この上にガラスが張つてあ
つて、その下に先ほどお見せ したような反射板がぶ

ら下げてある。これはレンゾ・ ピアノがもともとイ

メージしたスケッチですが、これをかなり忠実につ

くったものがあの形になります。

余談ですが、今でこそいろいろなシミュレーシ∃

ンの技術とか CAD、 コンピューターでいろいろな絵

を描いてみて、いろいろな試行錯誤をすることが比

較的楽ですが、当時はまだ CADな どがない時代な
ので、どういう曲率のものをつくったらどういう効

果があるだろうかということを膨大な図面を描いて

検討 したという資料がたまたま残つていましたので、

その結果が最終的にはこの形になっていて、屋根か

ら入つてきた光を一回背中で反射 して、おなかで反

射 して下を照らすという構造になっているというこ

とです。このように、出来上がってみると非常に均

質で明るい空間です。

レンゾ・ ピアノという建築家はそこで満足せずに

次のプロジェク トでまたそれをインプルーブしてい

くという、すごくエキセン トリックな人で、これは

2005年のハイミュージアムです。

これでは、ここの屋根の上のところに恐ろしい トッ

プライトが設置されています。この上になりますが、

こういう状態で、まるで蜂の巣のような小さな円形

の トップライ トが屋根に敷き並べられている状態で

す。かつ、この帽子のつばのようなもの。今この写

真は北倶」から見ている写真で、南側から入ってくる

直射光は全部、帽子のつばみたいなもので切られる

ようになっています。

天空光だけを拾って、かつ真つ白い帽子のつばが

柔らかい拡散反射光で下に光を下ろしてい<と いう
形で、先ほどのメニル・ コレクシ∃ンの反射板みた

いなものを、もつと非常に緻密につくったというよ

うなものです。

そのような光を導入するメカニズムもさることな

がら、私が感心 したことは、この丸い穴です。

これは普通の船舶などに入つている舷窓用の丸窓の

既製品をそのまま使ったり、この帽子のつばのよう

なひさしですが、これは正確に太陽光の動きを追尾

してつくると、こういう直線的にスパッと切った形

ではなくて、もう少し曲線が入つてくるのですが、

そこのところはそこのところでコス トのことを考え

て、丸い筒を一番近似 した形でスパッと切ることに

よつて現実的なコス トの範囲に収まるようにしてい

るといったところは、ちょっと感心 しているところ

です。こういう形でやりますと、室内から見ると、

ここに一つ―つまるで Ltt Dか何かが埋め込まれてい

るかのような均質な室内の照度空間ができてくると

いうことです。

先ほど、1986年 のメニル 0コ レクシ∃ンから 2005

年のこのハイミュージアムまで、ここまで発展しま

したという形で言いましたが、それでも―つだけお

もしろいのは、自然光を空間に取り入れたときに最

後どうなるのだろうなという感覚は、最新にあるシ.

ミュレーシ∃ンのツールを使つても、いまひとつわ

れわれとしては自信が持てないというところがどこ

かにあって、このプロジェク トではちゃんと 1/10

ぐらいの模型をつくって周辺の影響が少ない海沿い

に持っていって、中をのぞいてみて、ちゃんとさっ

きの効果が出ているかどうかという実験をやってい

るのです。
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これが実際に出来上がった写真で、これが模型の

写真です。かなり期待 していたとおりのものが実際

ここへ再現されていますので、こうやつて模型再現

をやることは自然光をコン トロールする上ではやは

り必要なのだなとつくづく感じるというプロジェク

トです。これが実は大日本印刷さんの今回のプロジ

ェク トでも非常に役立っている矢□見です。

ここからが、やつと今回の大日本 E日届」さんのプロ

ジェク トです。先ほど山本さんのご説明にありまし

たうち主に二つ、B工区と呼ばれている建物の中央
の吹き抜けのところと D工 区と呼ばれている建物の
一番 i嵩の吹き抜けのところについてご説明します。

これが B工 区の吹き抜けのところをモデルイヒした

断面です。

ら地下 3階のところまで 40mぐらいの深さがありま
す。40mの深さといつたら、はっきりいつて丼戸の
底にいる感覚です。ここで仕事をしている人がちゃ

んと外の光を感じられて B寺 間の感覚とかそういうも

のを感じられる空間にしてほしいということが大日

本印届」さんからの強いご要望だったので、ではどう

しようと。

だけど建物としてはサスティナブルな建物にしな

ければならないので、無駄な熱エネルギーを入れる

ようなことは最小限にしたいというときに、われわ

れは何を考えたかといいますと、 トップライ トがだ
いたい十数メー トルぐらいのスバンをしています。

この構造体が 10mを超える鉄骨構造をつくるので、
せつかくだからその梁成をシェーディングのデバイ

スとしてそのまま使つて しまいましょうということ

です。

このちょつと大きい白い線の吉:分が鉄骨の梁です。

この鉄骨の梁成が lm近 くあり、それ自体が和菓子
の菓子箱みたいに十の字になつていて、真上から来

た光はそのままズーンと地下 3階まで落ちますが、
斜め前から来た光はこの鉄骨の梁のところに反射 し

てさえぎられてしまって、直射光としては中に入ら

ない。だけど白く塗装 していますので、その反射を

使って拡散光としてやんわり光が落ちるという構造

になっています。

光が非常に厄介なのは、直線でとにかく真つすぐ

飛んでいくという特徴がある一方で、真つすぐ飛ん

でいつてしまうがために、真っすぐ入れてしまうと、

そこにエネルギーがすごく集中してしまうという面

倒くささです。一万で、拡散させてしまうと、そこ

でボヤッと明るくなるけれども遠くに飛ばせなくな

るという問題です。

なにしろ 40mの地下深くのところまで光をどうに
か届かせたいということで、まず吹き抜けの壁は当

然ながらできるだけ白い素材を使つて拡散光が中に

落ちやすくはしています。でもそれ以外に何か方法

はないかということで、ここに薄い水色で描いてい

るものがアクリル製のプリズムですが、これを鉄骨

と鉄骨の間にごら下げて、光の当たり方によっては、

まるでここに LEDの 照明が付いているかのような見
え方をするようにつくっています。
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要するにこれぐらい、高さにして、 トップライトか



うちのスタッフがいろいろ自分でプログラムを駆

使して考えて計算してくれたという過程がこれにな

ります。かつ、そのプリズムの効果やいま言つたよ

うな梁成の大きさでシェーデイングの効果がどれぐ

らいあるかということが、計算上はある程度これぐ

らいの照度が稼げますということはできるのですが、

その明るさが本当に地下深くのところで効果的なの

かということを誰もが心の底で疑つているところが

ありまして、ここでは 1/10の模型をつくつていただ

きました。

これが 1/10の模型のところですが、人間の背の高さ

がこの半分ぐらいにいくのです。ここに実際のモデ

ルと同じような トップライ トをつくつて据えて下か

らのぞけるようにして、アクリル板も実際に再現 し

ています。随時照度を沢」定するといつたようなもの

で、これが中をのぞいた写真です。そういうことを

やって、これだつたら何か効果がありそうだなとい

うことを皆さんに実感 していただいて、実際の現物

の製作に至つたということになります。先ほど山本

さんの写真にもありましたが、これが出来上がった

ものを見上げたときの写真です。このきらきらと光

っているものがアクリル板です。光つていないほう

のものが鉄骨のシェーデイングのデバイスになりま

す。

それを実際に輝度に分布するとこういう形になつ

ていて、それなりに光つているところが下のほうに

光を至」達させる役目をしている。

さらに、これは模型を使つたあとの照度測定です

が、こちらがプリズムがないとき、こちらがプリズ

ムがあるときということで、それなりに効果がある

ことが分かるかと悪います。

これが出来上がった写真です。これを見ていただ

<と 非常によく分かると思います。プリズムと言わ
れなければ、LEDの 照明がここに 1個、 1個 付けら
れているかのような見え方がすると目います。

それと、このように少し全体の トップライ トを北

倶」に傾けることによって、年間を通 してほとんど直

射は一番上のこのフロアのこの壁ぐらいまでしか入

らなくて、あとは基本的には トップライ トの鉄骨で

遮られるようになつています。

次が、先ほどお話がありました D棟 というところ
の吹き抜けの壁です。こちらは先ほどの B棟と違つ
て、こういう非常に狭いところに迫った巨大な壁で

す。先ほどの光の取り入れ方だけの問題というより

は、空間の広さそのものがすごく圧迫された感じの

見え方にもなるのではないかということをどうにか

しようということで、これに関して言うと、光のコ

ン トロールそのものよりも、こういう空間です。こ

こが地上ですので、これは地上レベルすぐのところ

に トップライ トがあつて、地下 3階分だけを丸展明

るくしたいということ。場所的にいうと中央の交差

点のところから入つたすぐ道路脇なので影になる文]

象物はほとんどないですが、ここまで光は至」達 しま

すが、とにかく奥深くて幅が狭いということです。

一つは、最初に光が入るであろうこの壁面にレン

チキュラーというレンズを小害」にして平板にしたも

のがあると目いますが、あれと同じ効果をルーバー

の角度でつくつたような反射板をここに付けていま

す。ですからルーバーの角度が少しずつ違つていて、

その結果、レンズ効果を出すことと同じような形で、

ここに反射ルーバーがあります。

もう一つは、ここに壁面のパネルが、先ほど山本

さんのご説明にもありましたように、狭い空間で奥

深い空間なので、奥深さを少しでも禾□らげるために

錯視の効果を利用 してパネル害」をしているというも

のです。先ほどあつたこういうことです。ただパネ

ル害」をするだけではもう少 し感覚がつかめないので、

吸音の効果を出せるパネルも間に混ぜて、色彩的に

も少し錯視の効果を強めようという形になつていま

す。その結果、上から見るとこれだけ深い感 じです
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が、下から見ると何となくそんなに深いところにい

る感 じがしないという効果を出したりしているとい

うことです。 それと、このあと SWAさ んの説明
に入る前に。われわれも照明のアセスメン トをちょ

つと考えてくれないかと。要するに、今回できる森

は大日本印刷さん自身の森であると同時に、周辺の

街の方皮の生活道路でもあるということで、誘導性

や安全性といつたものをどう考えて照明計画をすれ

ばいいかということのアセスメン トなども少しやら

せていただきました。

このへんの外構というかランドスケープに関するお

話は、このあとの SWAさんにお願いしたいと思い
ます。私の説明はここでおしまいです。ありがとう

ございました。

それでは、次にご登壇いただきます、SWA Group
ジョン・ ルーミスさんと八尋俊太郎様をご紹介させ

ていただきます。

まず、ジ∃ン・ルーミス様は、1955年、イリノイ
州ロックフォー ドにお生まれになり、イリノイ大学

をご卒業後、Old lowa Landscapeの パー トナーを経
て、1981年 に SWA Groupに 入社されました。現在
は、取締役として、また全米ラン ドスケープ協会の

名誉会員としてもご活躍されています。

また、八尋俊太郎様は、1981年にお生まれになり、
2011年 にルイジアナ州1立大学大学院をご卒業ののち、
SWA Croupに 入社されました。現在はアツシエイ ト・
プロジェク トマネージャーとして世界各国のさまざ

まなプロジェク トをご担当されています。

それでは、ルーミス様、八尋様、よろしくお願い

いたします。

ルーミス &八尋 まず簡単に SWAの ご紹介をさ
せて頂きたいと日います。SWAは 1957年 、今から
60年前に倉」設されました。その当時 SWAをつくっ
た方がヒデオ・ ササキさんという方とピーター・ ウ

ォーカーです。その頭文字を取つて Sasatt Walker

and Associatesと してスター ト致 しました。

SWAはカリフォルニアに四つ、テキサス州に二つ、
最近ニューヨークオフィスをオープンしたのですが、

Thomas Balsleyと いうランドスケープアーキテクト

をパートナーとして迎えてニュー∃―クオフィスを
オープン致しました。アジアには上海に一つ会社が

ございます。 SWAで は幸運なことに世界各地でプ
ロジェクトをさせて頂いておりますが、今日ここに

来ているジ∃ンは約 20年以上にわたってアジア、
日本をはじめ中国、台湾等でプロジェクトをさせて

頂いております。

それともう一つ SWAでユニークな点としては、
デザイナーが現在 250人近くいますが、8カ所ある
各事務所がどのようなプロジェクトをやっているか

ということをシェアする為に、半年に一度本を作成

し、SWA社 内で、そのプロジェクトのシェアを行っ
ています。

ジョン・ルーミス ハ尋俊太郎
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もう少し詳しく矢□りたいんは、ぜひ SWAの ウェ
ブサイ トを見ていただきたいことと、『 Process』 と

いう 1992年 ぐらいに SWAを特集した本もあります
ので、ぜひご覧頂きたいと思います。

これから市谷フォレス トのお話をさせていただき

たいと思います。はじめに、壇上からで申し訳あり

ませんが、aacaの 岡本会長はじめ事務局の皆さまに

お礼を申し上 |ずたいと思います。この様な素 0青 らし

い機会をいただけたことはジ∃ンにとっても非常に

光栄で、SWAに とっても非常に光栄なことでありま
す。

aacaの Artists Craftsman and Architectureと いう

表現がございますが、ジョンは自分自身を表現する

時に、単にラン ドスケープアーキテク トという事で

は無く、アーティス トであり、時には職人の様に、

建築的に考えられる事が理想であると考えています。

ジ∃ンはアーキテク トではあるけれども、建築で使

われるようなマテリアルではなくて自然を使つたラ

ン ドスケープアーキテク トとして、今日はご説明を

させて頂きたいと目っております。

今タイ トルで「市谷×フォレス ト」と書かせて頂

いておりますが、この意味としては、ただ単に今回

つ<る市谷の社が単一で終わって しまうものではな
くて、これが一つのきつかけとして、さらに東京の

街を含め世界に広がっていく事が出来る杜になって

欲しいという思いを込めて、このような表現をして

います。

本日は DNPの 皆様にも来て頂いておりますが、
SWAと DNP様 との関係は約 20年近くのお付き合
いになります。まず新宿市谷にある本社ビルを 1998

年に設計させて頂いたのを初め、その後、五反田の

プロジェク トも SWAで 担当させて頂きました。ま
たそれ以外に CCGAと いう福島にある現代グラフィ
ックアー トセンターのプロジェク トも設計させて頂

いたという経緯が御座います。

DNP様は銀座に GGGと いうギャラリーを持って
おりまして、グラッフィックアー トをコレクシ∃ン

する事にも関心を持たれていらっしゃるので、今回

の市谷の社のプロジェク トと何かしら関係性がつく

つていけないかというところを考えています。

市谷のプロジェク トは lLPと いう名前で呼ばれて
いて、市谷 Large projectと いう名称を付けていまし

た。

先ほど市谷の本社も SWAで 設計させて頂いたと
申しましたが、こちらが 1998年 に竣工しました。
その当時に既に DNP様のほうから、今後この大き
な敷地も再開発をしていきたいとのお話しを頂きま

した。先ほどス米設計の山本様からもご説明があり

ましたが、大部分の工場機能を地下に移しタワーと

オープンスペースをつくるということが、この当時

から検討されていました。

ほとんど緑のないハー ドサーフェス、道路と工場で

5 4haの敷地が埋め尽くされている事が見て頂ける
と思います。

こちらが当時の土地禾」用図になります。黒くな っ

ているところが工場、それ以外のところは倉庫やオ

フィスで使われていま した。

iand use in 2007

今回は上部はほとんど森で覆うという計画をして

いて、これは非常にユニークな計画で、非常にチャ

レンジングなプロジェク トでした。

これは DNP様 のすばらしい考えがあってのこと
ですが、DNP様 がこの土地に工場を移 してから約
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130年近くたつていると思いますが、その間に、周

辺には住宅やそれ以外の用途で人反が住み始めて密

集 した土地になつていつた中で、この再開発を進め

るにあたつて市谷の土地を住民の方にも開けたオー

プンスペースにしていくというビジョンにあり、こ

の日いがこの社が誕生するきつかけの一つとなつて

います。

続きまして、市谷の社をつくる場所を大きな視点

から見ていつた図面になります。

１
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こちらに皇居があり、そちらのすぐ横に本社があ

るという図面です。

こちらがランドスケープの観点から見た東京の大

きな図面を見て頂いております。

西倶」から関東の山地、丘陵地があって、武蔵野台地

と東京低地の間にちょうど市谷の社が位置 している

事が見て頂けると悪います。それともう一つは、地

形的な特徴として谷地形の部分にちょうど市谷の社

が位置 しています。

これは諸説はあると目いますが、市谷という名前

が付いたことの一つの理由として、こちらが皇居の

ほうから見たときに、ます一つ目の谷という理由が

あって、市谷という名前が付いたと言われているそ

うです。

こちらの図面では都市の中の密集地における市谷

の社の大きさを表現 していますが、実際にこれだけ

密集 した住宅地や工場がある中で、これだけの大き

なスペースを DNP様が今回開発をされようとして
いるところで、これだけのスペースが将来杜となり

地域に開かれたオープンスベースとなります。

こちらは、新宿区の境、千代田区の境、渋谷区と

の境がありまして、緑とオープンスペースだけを抽

出しますと、渋谷区、千代田区のほうが今のところ

大きな緑の場所を占めているといような読み取りが

できると思います。

こちらは緑とオープンスペースという表現でご説

明させていただきましたが、実際に一般の方がアク

セスできる緑を抽出しますと、皇居や赤坂御用地の

一部分も現在一般の方もアクセスできるパブリック

オープンスペースとなっていますがオープンスペー

スのボリュームに対してアクセス出来る緑は限られ

ます。東京のように、これだけ密度の高い密集 した

場所にある大きなグリーンスペース、オープンスペ

ースの事例として、最初に頭にあがるのがニューヨ

ークのセントラル・パークだと悪いますが、東京の

緑と比較するためにこういった検討もしています。

こちらが、われわれの住んでいるサンフランシス

コにあるゴールデン 0ゲ ー ト・パークになります。

先ほどジョンが
‐ご紹介 したレンゾ・ ピアノと一緒に

設計させて頂いたプロジェク トがこちらのゴールデ

ンゲー トパークにあり、そのちょうど対岸にヘルツ

ォーク&ド 0ム ーロンが設計 した建築がございます。
ヘルツォーク &ド・ムーロンの建築はデヤングミュ
ージアムと呼ばれていて、レンゾピアノの建築はカ

リフォルニア科学博物館と呼ばれています。この 2
つのビルは非常に意匠的に対照的なビルと見て取れ

ると思います。レンゾピアノの建築は環境に配慮 し

たビルを目指していこうという意図を感じ、ヘルツ

ォーク &ド・ムーロンの建築は意匠的に面白いチャ
レンジをしている意図が感じ取れると思います。
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これが実際に同 じスケールでセン トラル・ パーク

とゴールデン・ゲー ト・ パークを先ほどの地図上

に重ねた場合にどれぐらいのスケール感の違いが

あるかというものを表現しています。大きな違い

としては、セン トラル・ パークもゴールデン 0ゲ

ー ト 0パ ークも、こういつた緑をつ <るという都
市計画があつてこれだけ大きなスペースが取られ

たわけですが、東京の特徴的な緑のオープンスペ

ースのつくられ方は、皇居をはじめとして大名屋

敷跡地が現在も豊かな緑地として残つており、結

果として緑の緑地が分散された状況にあります。

ニュー∃―クやサンフランシスコと違い非常にユ

ニークなグリーンのオープンスペースのつくられ

方が見て頂けると思います。

緑を考えていく上で、やはリスケール比較は必要

になつてくると思いますが、ニュー∃―クやサンフ

ランシスコと比べると、東京の緑地、公園のエリア

は面積当たりに換算すると非常に少ないということ

が見て取れると思います。

冒5,3m=
8an franci*so

こちらは、逆に 1人当たりに対して公園がどの程度

あるかというダイアグラムになりますが、こちらを

見ても、東京はサンフランシスコやニュー∃―クに

比べてかなり少ないということが分かると思います。

こちらが地球温暖化の簡単なダイアグラムを示し

ている比較図ですが、1980年当時と 2007年を比べ

ると、これだけ温度が上昇してきていることが分か

ると思います。

東京だけを見ても、この 100年 間に約 3度近い気

温の上昇が見られます。

これもよ<知 られていることではあると思います
が、こういった皇居であるとか大きな緑地部分は、

そのほかの都市部に比べると 2～ 3度温度が違うと
いうことを見ていただけると思います。その中にあ

って DNPの市谷の社がこの密集地に位置に位置し
ていて、パブリックに開かれた社にしていく事は非

常に価値のあることです。

これまでに東京には、どのような問題があるかと

いうことを簡単にご説明させて頂きましたが、今回

つくろうとしている市谷の社は、ただ単に地域に開

かれた杜になるのではな<て、こういつた東京にお
ける問題に寄与するグリーンインフラス トラクチャ

ーとして機能する社にして行くべきであるというこ

とで、今回の“市谷の杜"を提案させて頂きました。

グリーンインフラス トラクチャーとして機能する

森は実際にどういったものなのかというのをうまく

このダイアグラムで表現 しようとしていますが、具

体的には、たとえば森をつ<る ことによってヒー ト
アイラン ドの緩和、洪水リスクの軽減、また大雨の

ときの保水機能を高めたりするような機能がありま

す。

それと同時に、いま東京には先ほどもご説明させ

ていただきましたが、点在する森がある。そういっ

た中で、この市谷の杜も野鳥などのワール ドライフ

のすみかの一つとして使われることで、東京の中の

グリーンインフラス トラクチャーとして機能する森

ができると考えています。

こういつた緑をつくることによるベネフィット、

利益がどういったところにあるのかということを、

ニュー∃―クの力では先駆けて実際に街路樹等をプ

ロットして数値化 して、視覚的にどの様な利益が街

にあるかという試み行っています。

こちらを見て頂きますと、環境的な利益は年にこ

れぐらいある、経済的な利益は森をつくることによ

つてこれだけ効果的な利益があるというようなこと

があります。それともう一つ重要なベネフィットと

しては、数値化はする事がなかなか難 しいですが、

こういったウェルネスのベネフィット、健康な都市

ライフスタイルヘの貢献度が非常に大きいと考えて

います。

実際に再開発が終わつて建物が完成すると約 1万

人近い DNPの従業員の方がここに就業されること
になるわけですが、そういった皆さまの健康も考え

て、こういつた森、森林浴効果と呼んでいますが、

皆さまが会社に来るとき、帰るときこの森を通つて

いただくことで、日頃のス トレスを解放 し、少しで

も軽減することができるのではないかということを

考えています。

次に、「市谷の社つて、いつたい何なの」というご

説明をさせて頂きます。

14

1鷲‐キー ー・

T



r市杏●森憲議議指す菫づくリ

ー
莉 y'

1、 異なる樹齢とサイズが必要である。2、 多様な樹枝

と四季の変化がある事、 3、 さまざまな密度 と階層

構造がある事。というのが自然な森をつ <る重要な
要素にな っている事が分かりま した。

森を単純につ <る といっても、さまざまな森のつ
くられ方、試みが東京では多く行われていると思い

ます。たとえば大手町の森に話を向けますと、大手

町の森はプレフォレス トという手法を使つて、当初

からできるだけ完成された森を目指 していました。

今回我長がつくろうとしている市谷の社は完成され

た森ではなくて、地域の皆さま、森自体が成長 して

いくような仕組みの森をつ<っ ていこうということ
で DNP様と―緒に計画を進めました。
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‐
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実際に市谷の社というものをどういった森にして

いこうかということで、クライアン トの DNP様 を
はじめ市谷の杜チームというものをつ<り ました。
その中の住反林業緑化様や大成建設の環境部の皆様

と―緒に、まず東京にある森を見て、どういった森

のタイプ 。構成にしていきたいかというところをチ

ームで話をして、できるだけ自然で開放的な森にし

ていこうということで市谷の社の大きな骨格が決ま

つてきました。

東京にある森で自然に一番近いと我々が感じた森

の事例として、やはり明治神宮の森と二の丸の森が

挙げられましたので、こちらを重点的に調査 して市

谷 の 社 の 方 向 性 を つ く って ま い り ま した 。

こちらが実際にどのように森が成長 していくかと

いうことをシミュレーションした図面になりますが、

先ほど明治神宮や二の丸で学んだ、さまざまな密度、

階層構造を意識的にこの森を作る際に構成要素とし

て取り込んでいきました。

たとえば密度をわざとつめて植えることで、そこ

では樹木の競争が生まれて、実際に大きくなる樹木
はそれだけ強い樹木ということで森の成長に非常に

重要になってまいります。自然界でもそういった競

争が行われて成熟した森が出来ており、そういった

自然の配植を意識した植栽の配置計画、将来的な成

長の仕組みを考えました。

それともう一つ自然に近い森をつくる上で、樹木

の選定が非常に重要になってくると周います。樹形
の整ったきれいな樹木を選6こ とが一般的だと思い
ますが、今回は出来るだけ自然に近い森の雰囲気に

したいということで、あえて片枝である樹木を選ん

だりしています。また、実際の森では下枝が非常に

上がった樹木が見られますので、そういった樹木を

あえて選んでいます。

森の施工に入る前には、先ほど選んだ樹木をどの

ように配置をしていくかということで、ご覧頂いて

いる様に二つの森の群集に分けてモックアップを作

成しました。このモックアップで表現 したのは、先

ほど自然な森の印象をつくると言っていた要素であ
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こちらが二つの森の比較になります。明治神宮の

森は、皆様ご存じのように、2020年に創設 100年
を迎える森になつています。 100年 を見据えた森の
計画が当初からされており、こちらの森では極相に

近いような森の構成になっており、 100年 をかけて
つくられた森ということで、森の生物の多様性は非

常にすばらしいものがあります。二の丸の方は創設

約 30年になりますが、こちらはどちらかというと
武蔵野の二次林をイメージした、明るくてメンテす

ンスがきちんとされた森になっている印象かと思い

ます。

そういつた違いのある二つの森を見て、どういっ

たところを参考にしたかというと、自然な森の印象

をつくるにはどういった要素が重要であるか ?とい
う所で、まずは森の要素を検証 しました。我々が抽

出 した自然な森の印象をつくる要素 と しては、

15
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る密度感など、森の成長を見越 した配置を行つてい

ます。こちらの矢 E日 は、将来的に緑がこちらに成長

していくことを見越 して配置をしています。

地被類も自然な森の E日象をつくるのに非常に重要

な要素にな ってきますので、地被類の配置にも璽慮

した計画をしま した。

それと人工地盤上に森をつくる上で、われわれが

非常に気に していた事のひとつとして、上の乾燥が

あげられます。人工地盤上では上の乾燥によって樹

木が上手く育たないというケースが多く報告されて

おり、上の乾燥をいかに防ぎながら、健金な森の植

生地盤を作つてい <か という事が 1つ の課題となり
ま した。上の構成によって排水のスピー ドは変わ つ

て来ますが、多くの人工地盤上の緑化の場合、軽量

上を使う事が多く、結果として、水分が上に含まれ

る前に排水されて しまうという状況があり、雨水を

どうやつて上の中に保水させることができるかとい

うことで、昔から日本にある手法の一つですが、浸

食等を防ぐのにも使われているソダというものをこ

の斜面部のところに設置することで水を保水 しなが

ら排水 していくとしヽうよう 7rdシ ステムをつくりま し

た。

一般にスロープ上に緑イヒをする場合、排水はコン

クリー ト製の倶」溝を小段を設けて設置 し素早く1'F水

を取ることが一般的ですが、こういった自然に近い

森の中ではそういった人工的な要素は極力避けよう

ということで、こういった自然の素材による排水・

保水方法を取り入れます。

様々な事例の検証の結果、人工地盤上の緑化にお

いて上の構成が非常に重要だということが分かった

ので、どういった上の構成が保水性と排水性を一番

兼ね備えたものになるかということを、さ意ざまな

実験を行い最終的な土壌構成を決めま した。

それと人工地盤上の緑化において上の深さは非常

に重要であるということで、一般的には 15mと 言
われていますが、時際に樹木の周辺を掘つて検証 し

ていますと、多 <の樹木の根 つこは 15m下 に行 つ
たあとは横に伸びることが多く、15mと いう高さよ
りも横への広がりが 1番重要だと言う事が分か って
います。そういった観点から―般的には 15m土 厚
が必要と言われていますが、市谷の社では、15mの
上を取つていただいた上で、舗装下部にも構造的に

工夫をして樹木が横に伸びるスペースをつくるとい

う工夫をしております。

自然を市民に還元するということで、ス米設計様

にもご協力をいただいて市谷の社に適 した舗装でや

らせていただきたいということで、今後Ⅲ期の工事

になりますが、画像で見て頂いている様な社のつな

がりとなる歩道をイメージして設計を進めています。

可能な限り自然な森にしたいということと、郷上

の森として成立し得る森にしたいということで、GIS

のデータを見て、このエリアで生育 し得る植生の群

集というものを三つピックアップしました。 1詈来的

には、これだけ大きな敷地に市谷の社ができるとい

うことで、生・laの多様性にも寄与・配慮した緑地に

なる計画です。

先ほど 6種類の樹木の群集というものを使つてい
こうとお伝えしましたが、その群集もそれぞれタイ

プがあり、尾根に生育する群集t斜面部に生育する
群集、平 IE3部 に生育する群集というものに分かれて

います。それぞれの群集のキャラクターにも配慮 し

ながら、この樹木の植栽の配置を行つております。

さらに、尾根部、斜面部、平lB部 においても微地

形をつくることで生物多様性、植生の多様性という

点に配慮 し計画をしました。

次にお話 しする内容は、DNP様にも非常に感謝を
申し上げたいのですが、こういった森をつくること

は、地域の皆さまのご理解、また、この森は地域の

皆さまとともにつくり上げていく森だというところ

をご理解いただくために、ご覧頂いている様に地域

の皆さまにご参加頂けるレクチャーを通して、市谷

の社とはどういったものなのか、森に植生する植物・

生物はどういったものなのかということを皆さまと

ともにシェアしてつくり上げていったという経緯が

ございます。

最後に、実際に完成 した社のイメージをご覧頂き

たいと思います。

こういつた形で、森ができた時に皆さまをお迎え

できるような森にしていこうということで、パース

を上手く活用しながらご説明させて頂きました。
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それともう一つ重要なこととしては、先ほど久米

設計の山本さんからもご説明がありましたが、1階
の部分が特にそうですが、建物の中から外を見たと

きに、しっかりとした森が見えるという事を意識 し

て計画 しています。そのほかの建物が見えない様に

植栽の配置計画を行つています。

また、地 i或 に開かれた森、地 1或 の皆さまとともに

つくり上げる森ということで、将来的にこういった

自然観察や環境の学習の場を提供する森としても機

能出来るイメージをしています。

初めに、DNP様は非常にアー トに造詣があり多く
のアTト コレクシ∃ンを持つていらっしゃるという
お話をさせていただきましたが、この森を使つて、

将来的には定期的にアー トや文化イベントの展示・

発信を行える様にし、地 i或 の皆さまに貢献できるよ

うな森にしていきたいと考えています。

ただけるかと思います。

照明計画について、森に一番適 した照明は何なの

かというところで、森というのはやはり暗いものだ

という議論から始まりました。そういつた中で、安

全性に配慮しながら、森部分とお客様が普段良く通

るところにメリハリを上手くつけながら照明計画を

して、森の内側にできるだけ光がこぼれないような

照明器具を特注で作成 しました。

先ほどより、生物多様性の話も少しさせて頂きま

したが、社の完成後に実際にどのように植栽の樹種

が増えたり生物がここに来たかというようなモニタ

リング調査を弓|き続き行わせていただいています。

大成建設の環境部の皆様を中心にこの様なモニタリ

ング調査を行い、約 2カ 月でこれだけ多様な種類の

植栽が増えたという結果が出ています。

最後に植生の多様性、生物の多様性をご説明させ

て頂きましたが、こちらを見ていただくと、これだ

け多<の種類の樹木が入つていることを見ていただ
けるかと日います。

市谷の社は、自然と人、自然と地域をつなぎ共

に成長 していく森としていきたいと思つております。

またこの森が今後新たに出来る緑地や森など他のプ

ロジェク トにもインスパイアを与え、今後もこの森

の様な計画が広がっていくのを期待 しています。

最後に地球の中の陸地部の面積だけを見てみま

すと、地球全体の 30%程度が陸地となっています。
その 30%の中に 70億人近い方が住まわれていると
いう状況で、こういつた開発を通してグリーンイン

フラス トラクチャーとしての機能をもっとさまざま

なプロジェク トに取り入れて行くことが非常に重要

で、そうすることによってレジリエン ト 0シティ、

回復可能な都市をつくつていくことができると考え

ています。

最初にご説明させて頂いたいくつかの東京の問題

点がありますが、こういつたグリーンインフラス ト

ラクチャーとして機能する森が点在することで東京

の都市に対 して大きく貢献 していくことができると

考えています。

DNP様 の理念として、「未来のあたりまえをつく
る」というものがございます。そのあたりまえとい

うのは、市谷の社や自然が人々と共生する社会を未

来のあたりまえとして、この森が今後社会に大きく

貢献 していけるのではないかということで、DNP様
の理念を踏まえた上で市谷の社をご提案させて頂き

ました。

最後になりましたが、デザインチーム、それとク

ライアントの皆様に、本当にこれだけすばらしい森

をつくる機会を与えて頂いたことに感謝を申し上げ

ます。DNP様はじめ―緒に設計をさせていただいた
ス米設計の皆さま、住反林業緑化の・●

Lさ
ま、大成建

設の環境部の皆さま、本当にありがとうございまし

た。

司会 以上で第 1部請演を終了いたします



司会 それではただ今より、第 2部のパネルディス
カッシ∃ンを始めたいと思います。はじめにファシ

リテーターの今村創平様をご紹介させていただきま

す。今村創平様は 1966年 にお生まれになり、早稲
田大学ご卒業後、英国建築家協会建築学校 (AAス
クール)と長谷川逸子・ 建築計画工房を経て 2002
年に独立されました。設計事務所フ トリエ・ イマム

を主宰されながら、現在、千葉工業大学建築都市環

境学科准教授として教鞭を執られているほか、多数

の執筆も行われていらっしゃいます。

それでは、今村様、よろしくお願いいたします。

今村 今ご紹介いただきました
今村でございます。後半、どう

ぞよろしくお願いいたします。

発表者の皆さま、非常に興味

深い内容の発表どうもありがと

うございました。たぼん聴いて

いた方展も、最後少し巻いてお

りましたが、もつとずつと聴い

ていたいような、非常に密度の

濃いプレゼンテーシ∃ンだつたかと思います。

時間も多少押 していますので、後半は私から皆さ

まに質問するような形で進めさせていただきますが、

多少フレキシブルにできればと目います。では、後

半を進めたいと目います。

私は最近、違う トピックからですが、たまたまア

ルヴァ・アアル ト関係の本を読んでいましたら、そ

の中でアルヴァ 0アアル トが、人は都市の中に住ん

でいても家から仕事場に行く途中の中に森の中を通

るというようなことを言つているのです。それはフ

ィンラン ドみたいな町だからかな、と思うわけです

が、東京だと絶対無理です。

この中に、家から職場に行<途中に森の中を通る
という人はいますか。まずいないと目うのですが。

「まずいないと目うのですが」と、きょうは話をし

ようと思つたら、先ほどの話の中に森の中を通つて

皆さんが出勤されているという話があつて、これは

見事にそういうことを実現されているのだなという

印象を受けました。

ここから具体的に質問させていただきたいところ

なのですが。このように都市の中にある程度の規模

の建物をつくって、その周りを、直接都市の持ち主

ではない周りの人たちに開放するということは、日

本だと霞が関ビルのときに初めて公開空地というも

のが設けられました。霞が関ビル自身が日本で最初

の超高層ビルということで皆さんはよくご存 じだと

目いますが、実は公開空地がつくられたのも霞が関

ビルが初めてでした。

併せて、そのときから現在に至るまで、本当にい

ろいろな方の努力によって、そういう場所をどうや

つて使うかという工夫がされてきて、いろいろな用

途とか、使い方とか、どんどんさらに質が高いもの

になっています。

そうした中で、きょうの発表を聴きますと、つい

にここまで来たなと。今まで皆さんが使うちょつと

したポケットパークをつくるとかベンチをつ<る と
いうものが自然の森をこれだけの規模でつくるよう

になつたということに関して、まずス米設計の山本

様とジ∃ンさんに、こういう一つの トレンド、長い

間お仕事をされていく中で、自然の森を都市につ<
つていくような開発の仕方について、あらためてコ

メン トをいただけたらと思います。

山本 おつしゃるとおり、最近、特に、大規模と
までいかな <ても中規模ぐらいの開発となると、経
済原理で少しでも床が欲 しいといったときに、公開

空地というものが必要になつてくる。今おつしゃっ

たようなことが発端になって出来上がってきている

という法体系、都市景観をつくる上での都市計画的

な法の制約というかルールというものが常にプロジ

ェク トに関わってい<ときに、それが障害というか
一つの条件になってきます。

特に都市部で感 じるのは、さらにそれに日影規制

というものが日本において非常に重要な位置付けに

なつていますから、日影規制をどうクリアするかと

いうことと、公開空地をどう有効に使って床をいか

に多くつくるかということが、開発上、施主サイ ド

が一番気にするところのテーマになってくるかなと。

それによって出来上がってくるというのが、今の、

特に都内での景観になっているのではないかと感じ

ます。

そういう制約の中でどういう解決策を示すことが

できるのかというのが、われわれに与えられた課題

というような捉え方をしていて、それを常に考えな

がら、ということで臨んでいる現状です。

今村 実は何のすり合わせもしていないものです
から、私の質問・が急に来るので皆さん大変かもしれ

ません。その中で、特に緑を増やすという要望もす

ごく増えていると思います。それはクライアン トも

好むかもしれませんし、世間一般からのプレッシャ

ーといいますか、そういうものをつくるのであれば

緑を増やす。その傾向に対 して何か感 じるところと

か、こういうところを目指 しているというようなこ

とがあれば教えてほしいのですが。

ルーミス &八尋 ご質問の内容が、こういった自
然な森とか自然に近い形の森を都市の中につくると

いう傾向は世界的にもあるかというご質問だつたと

思いますが、ピーター・ ウォーカーの事例がありま
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したので、ピーター・ ウォーカーの事例からご質問

させていただきます。

ピーターが最近やったプロジェク トで、シ ドニー

のバランガルーという所にブロジェク トがございま

す。ピーターの特徴としてはジオメ トリックなとこ

ろをうまく使いながらやっているというのは今も変

わらないと思いますが、ピーターの事務所も環境に

配慮 したプロジェク ト、サスティナブルなプロジェ

ク トというものを心掛けてやつているということが

非常に大きな変化だと思つています。

SWAのデザインを見ても、先ほどお見せした 1999
年当 B寺のマスタープランと比べてしヽただしヽても分か

ると目いますが、あの当時はジオメ トリックな形、

axis、 軸を使つたような形でデザインをしていまし

たが、そういったところからこういった自然なデザ

インをしていくということは、ある意味一つ自然な

流れであったと考えています。

それともう一つ DNPの マスタープランをやって
いたときに、ちょうど品川のインターシティのコン

ペがあつて実際につくられたわけですが、あの当時

のパターンを生か したジオメ トリーなプロジェク ト

としてインターシティはその時代を象徴した一つの

プロジェク トではないか。それが別に悪いデザイン

であるという意味ではなくて、その当時を反映 した

デザインを都市の中でつくり上げたという点ではす

ばらしいと考えています。

それともう一つは植栽の植え力、メンテナンスの

仕方一つを取つても、これまでの植栽のマッシング

とか植え方にとっても違いが出てきているとジ∃ン

は感 じていて、そういつたことも、どちらかという

と自然に近い、オーすメン トに近い形の植栽ができ

ているのではないかというのがジ∃ンの感想です。

今村 私が質問する前に、どなたに間きたいかを
先に言ったほうが、たぶん皆さんはご準備ができま

すね。次の質問は松延さんにメインに間きたいので

すが、山本さんもそれに対 してコメントがあれば教

えてください。

地下に光をという話の中で、松延さんのお仕事は、

今回は新築でしたが、ファサー ド・ エンジニアリン

グというジャンルになるという理解でよろしいです

ね。

その中で、ファサー ド・エンジニアリングはもち

ろんいろいろな要素があるけれども、最近は トレン

ドとしてどうやつて熱をコン トロールするかという

話が非常に多い中で、きょうの話は光のことがテー

マだと、光を話す中で、A「 upさんの過去の事 19」 も、

レンゾ・ ピアノの美術館みたいに光が非常に大事な

事 15」 を話されたと思います。

その中でさらっと、でも熱も考慮 していますよと

いうことを言つていましたが、そこをもう少し話 し

ていただいてよろしいでしょうか。光に対 しては非

常によく分かりました。それに対して一方では熱の

問題。上から光を取る、もし<はそこから熱が逃げ
てしまうということをどうトータルに考えていたか。

もし、それを山本さんのほうでも一緒にコラボレー

トする中で、このへんが議論になつたということが

あれば教えていただきたいと思います。

松延 ファサー ド 0エ ンジニアにはとてもありが
たい質問で、ファサー ド・ エンジニアリングという

仕事をしていると、外装のお化粧のデザインをして

いると思われがちなケースが多いですが、実は本当

のデザインは山本さんたちのような建築家の方長の

お楽 しみに取つておいて、われわれはそれをサポー

トするエンジニアリングをやっているというのが本

職です。

わりと古い時代は大空間の大きなスバンをサポー

トする二次構造部材や張弦構造を依頼されることが

多かったのですが、この 10年 ぐらいは圧倒的に温
熱環境をどうコントロールしたらいいかというお題

が多いです。それは単純に言えばファサー ドに窓や

ガラスがあって光を入れるからこそ発生する問題で、

簡単な言い方をすると、多くの建築家の方は「光を

入れたいけど熱は入れたくないんだよね」という言

い方をされます。

ところが光はほぼ熱です。イコールです。たまた

ま赤外線の領域にだいたい 50%ぐ らいの熱エネルギ
ーがあって、可視光線の領域は 47%と いう熱エネル
ギーなので、赤外線だけカットすれば少なくとも半

分はカットできるということはあるのですが、ただ

そんなに都合よく赤外線だけカットして可視光線だ

け入れることはできないものですから、全体を減ら

していくと当然薄暗くなっていく傾向があるので、

それをそう感じさせないように明るさを保ちながら.

熱はご遠慮いただくということです。

それで今回の B棟の トップライ トも、先ほどご説
明したように業子箱のああいう形にしたのも、あそ

こにいったん反射させることによって、かなりの量

の熱エネルギーに変換されるものは熱エネルギーに

変換する、反射 した可視光線だけがほんわりとした

下のほうに落ちていくということをやるということ

です。光が熱に変換される瞬間は、最初に吸収され

た瞬間です。当たった瞬間に熱に変わる。そこをう

まく利用 しつつ、熱と光を分けているというような

ものが トップライ トの構成の基本のキモのところに

なると言ったらいいかなと思います。
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山本 そういつたところで私からもひとこと言え
るとすると、松延さんがおっしゃったとおりで、光

は入れたいけれども熱は避けたいということは、だ

いたい常に考えています。そうそう都合よ<いかな
いということも分かってきていて、そういう中でど

うすればいいのかというところで、少し感 じている

のは、本当の数値的な明るさよりも明るい雰囲気と

いうものが得られれば実はいいのではないか。音の

日本家屋のような深い軒があつて、家の奥のほうに

は暗がりがあるというような空間。

オフィス空間としては机上面照度 700ル クスとか

何とかと言われていますけれども、実はそんなに照

度は要らないのではないか。明るさ感があれば、実

際今パソコンでの作業が多くなつているということ

もありますし、最近で感じたのは震災を受けてかな

りいろいろなところで光を落としたときに、最初暗

いなと思つたけれども、これでもいいのではないか

という部分も結構あると思うのです。

そのように、言つてみれば明るさにまひしたよう

なところがこれまではあつて、そうではな <て適度
な明るさ環境というものをつくるという視点も大事

かなと。そうなれば光を無理やり充満させな <て も
成り立つようなことはできるのではないかというこ

とを最近考えています。

今村 せつかくなので、ちょつとだけ踏み込んで
伺うと、菓子箱という名前を付けられたものは、構

造でもある、梁でもあるという話があつて、そうす

ると表面の白さによって反射の害」合はある程度変わ

るとして熱に変わるということが、この素材自身が

蓄熱することもあるわけですから、たとえばその部

材の梁といつても、いろいろなプロポーションの梁

を渡せるので、その厚みとかそういうことによって

蓄熱とか、そのへんもシミュレーションされたので

すか。

松延 もちろん効果として蓄熱の効果も出せるの
ですが、蓄熱させて しまうと今度は光の反射量が急

に少なくなつて しまうので、ああいう白っぽい色に

しているものですから、結果的には蓄熱はあまりし

ないのです。ただ、実際そこに一回吸収されている

成分がいくらかありますので、ある程度温度は上が

つているということになります。

なので、今回はそこのシミュレーションまで実は

やっていません。ですから熱はかなり上のほうにた

まってしまつて下のほうに影響を与えないようには

考慮 しています。

今村 よくあるのは、そういうところで上に抜く
ということがありますが、あそこは影響がないとこ

ろにたまっておけばいいというようなことですか。

松延 抜けるようにしています。
今村 分かりました。そういうエネルギーのこと
とちょっと絡むようなところもあるのですが、エネ

ルギーというか、メンテナンスとかそういうことで、

ルーミスさんと、これも山本さんにまたあればです

が、ラン ドスケープの方面でお聞きしたい。やはり

今そういう自然に近いグリーンをつくろうという動

きがある。それはたぶん多くの人は同意すると日う

のです。自然に近いのでといいかな。た Sヽん自然の

対応性もいい。ただこれは、コス トという面ではど

う考えたらいいかということを教えてほしいと思い

ます。

先ほどの話で、全般的に植栽はみんなだいたいそ

の方向だと目います。でもよくあるのは、音は、植

栽はツバキなどしか植えずにメンテナンスもかから

ないとか、落葉樹はやめてくれ。それに対して自然

になってくると、た′Sん反応としてありそうなもの
が、メンテナンスは面倒ですよとか、 1詈来のそうい

うメンテすンス費用はどうか。

でも何か一方でそれをすると、アアル トが言つて

いた森は、逆に野生だからメンテナンスフリーであ

つて、ジオメ トリーにつくるからやるのが大変なの

でということが、逆にいうと軽減できるのか。その

へんの自然に近い森ということは、メンテすンスと

いう点からはどう理解 して、しかもつくるときと将

来のことと。それはまた山本さんのほうでも、一つ

のプロジェク トとしてそういうことをクライアン ト

と話すときに、それはどう考えているか教えていた

だけますか。

ルーミス &八尋 市谷の社の事例でご説明させて
いただきますが、メンテすンスという観点では、ま

ず市谷の社はメンテすンスをよ<する部分と自然に
任せる部分という形で分けました。よくする部分は、

人がよく通る園路沿いはメンテすンスを多めにしま

しょうというルールをつ<り ました。やはり自然の
森をつ<ろ うということで、森で人がなかなか入れ
ないような部分はできるだけ植栽が成長 しやすい環

境、成長 してそれが自然淘汰によって枝が折れたり

樹木が倒れたりすることはできるだけ自然に任せた

いというようなご提案をさせていただきました。

ただし、これはクライアン トがどのように考える

かというのがメンテすンス上は非常に重要になって

きて、 lElれ たlEl木 をそのままにしておいてもいいの

か、悪いのか。自然環境の中ではlEl木 も一つの生態

系をつ<る上で重要な役害」を果たしているところが
ありますので、そういつた点では市谷の社は中のほ

うはできるだけ自然に任せたレスメンテナンス、少

ないメンテすンスで行って、人が通る園路際はでき

るだけメンテナンスを多めにするというような工夫

をしてメンテナンスは行つています。
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それともう一つ、森の状態が健康であれば雑革が

生えてくるリスクも減りますし、たとえ鳥が来てほ

かの周囲の樹枝を持つてきたとしても、それは森が

健康な証拠であつて、森が成長 していくにつれて実

際にそこで成長できない樹枝、植生は朽ちていくも

のになりますので、森の健康をつくるという上でも、

森の下部の構造、上の構造に関してもそうですし、

上の厚さに関してもそうですが、そういったところ

を工夫することでメンテナンスが将来的に減ってい

くことができるのではないかという工夫を今回はし

ています。

今村 プレゼンテーシ∃ンを見せていただいたと
きも、将来どうなるかみたいなことを前もってモッ

クアップをつくってクライアントに見ていただいて、

そういう中でもた Sやんメンテすンスの話題みたいな

ことも出て、されていたのかなと思います。私が間

いておいて言うのもあれですけれども、やりながら

た 6やんまた会話してこれぐらいメンテすンスをした

ほうがいいのではないかということも多いのかなと

思っているのですが、そういつた感じでしょうか。

八尋 まさにそのとおりで、現状、森ができたあ
とも、これまで一緒に森をつくってきたチームが 1

カ月に 1回ですかね、森をクライアン トと一緒に回
らせていただいて、ここはどうだね、ああだねとい

うような相談をしながら、「ここはもう少しメンテす

ンスが閉要だね」「ここはな<てもいいんじゃないか」
というような話をさせていただいています。

山本 私のほうから、最初にご質問であったコス
トがどう変わるかというあたりをお話 しさせていた

だきます。自然な森だからといつて、曲がった本と

かそういうものなどで特局」安くなるかというとそう

いうことはなくて、ただし特別高くなるかというこ

とでいうと、そういうことでもない。

というのは、出回つている樹木の市場が、基本的

に本を真つすぐに育てているのです。きれいな樹形

のものを樹木を育てる農家さんは育てるということ

をやっているので、今回説明にあったように、わざ

わざ曲がったものとなると、あえてそういうものを

探さなければいけないということも起きてきて、そ

ういつたものをさらに育成 して持ってくる手間を考

えると意外と簡単ではないという状況がありありま

す。

今村 ありがとうございました。植物というのは
自然なものですから、なかなか扱いというものが難

しいと思います。

もう時間を過ぎておりまして、あまり間けなかつ

たかもしれませんが、最後の質問という形にさせて

ください。3人に同じ質問は難 しいのですが、最後、
皆さんに一言ずつコメントをいただきたいのですが、

質問全体としては、ルーミスさんと山本さんが基本

的に同じ質問です。今回も地下構造物をつくって上

に緑化するという話がありました。今、グリーン・

アーキテクチャーは世界でものすごく進んでいて、

それをネットでグリーン・ アーキテクチャーとかグ

リーン・バーティカル・ ビルディングとか見ると、

やりたい放題のものすごいイメージが出てきます。

それは一方でグリーンが増えて、シンガポールな

ども実際どんどんできています。行くとびっくりす

るぐらいです。この前もシンガポールヘ行ってきた

ら「WOHA」 という進んでいる設計事務所があるの
ですが、彼らは敷地面積があってビルを建てて、そ

のあと緑地率はどれぐらいですかと間くと 300%や
つている。普通だと 60%。 300%だから敷地の 3倍
緑が 1曽える。それはシンガポールだからできること

ですが、でも今、世の中にそんな漫画みたいな絵が

ものすごくあ 6、れています。そのことはいいことで

すが、実務をやられている方々から、そこはどこが

課題なのかということを最後教えてほしいと思いま

す。

それから、松延さんには、それは専門タトになって

しまうかもしれませんので、ちょっと違う視点から、

もし答えられればですが、ファサー ド・エンジニア

リングと植物とかラン ドスケープみたいなことの融

合みたいなことで、こんなプロジェク トは今後チャ

レンジしたいということ。今言つたように、建物と

緑を一体化するようなことは、たぼん トレンドとし

てはあるのですが、こんなことをプロジェク ト、も

しか したら既にやられているかもしれませんし、急

な質問ですみませんが、こんなことを将来ぜひチャ

レンジしてというようなことがもしあれば教えてい

ただきたいと思います。

よければルーミス &八尋さんからお願いいたしま
す。

ルーミス &八尋 確かにグリーン 。アーキテクチ
ャーは、われわれも実際にプロジェク トをやってい

て直面する課題です。特にグリーンルーフやグリー

ンモールをやりたいという話があるのですが、先ほ

ど話にもあったようにメンテナンスやコス トを考え

ると、実際にはサスティナブルではないと考えてい

て、ジ∃ンが最近読んでいる本で、実際にグローバ

ル・ ウォーミングを軽減する方法としてどういった

ものがあるかということを数値化したリス トがある

のですが、グリーンルーフはその中でも 73番 目ぐ
らいに低い、それぐらいグローバル・ ウォーミング

に対 しては効果がないというランキングが出ていま

す。

０
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それに対 して森をつ<る ということは、今ジョン
の読んだ事 la」 では 6台分のパーキングスベースを緑
化するだけでも、グローバル・ ウォーミングに対 し

てですが、先ほど申したグリーンルーフよりも価値

のある森ができる。そういったことで森をつくると

いうことは、地球温暖化に対 して考えていくと、そ

のランキングでは 12番 目になっています。だから
屋上の緑化と森をつ<る というところを比べていた
だくと、やはり森をつくるほうがそういった温暖化

に対しては効果的だということが分かります。

今村 そうしますと無理やり建物に付けるという
ことよりも、ほんとうに地面をきちんと整備 しよう

ということ。読まれた本というのは、先ほど楽屋で

言われたものですね。もしよければ皆さんにご紹介

を。先ほど間きましたら、アメリカではものすごく

ベス トセラーになっている、温暖化のことをすごく

的確に分かりやすく書いた本が出ていて、Amazon
で買えるようです。残念ながらまだ日本語版はない

ですが、非常にいい本です。難しくなく、難 しい問

題を非常に分かりやすく書いてある本です。ちょつ

とご紹介いただけますか。

ノヽ尋 本の名前が『 Drawdown』 です。これは先
ほどジョンが言つていたような地球温暖化であると

か、そういったところにフォーカスをして本が書か

れていますので、ぜひ読んでいただければと目いま

す。

山本 私も、まさにルーミスさんがおっしゃった
ような屋上緑イヒは非常に疑間に思っています。本当

に意味のある屋上緑イじであればいいですが、そうで

ない場合が多い。これはどういうところから来てい

るかというと、やはり緑イヒ規制から来ています。面

積で評価するとか平米当たり何本だったら有効だと

か、そういったことでいま評価せざるを得ない。だ

からそれを質的な評価を今後やつていかなければい

けないのではないかと、すごく感 じています。

ではどうやって質を評価するか、まったく僕は想

像つかないですが、そういうことが必要で、狭い面

積でも本当に有効な緑があれば、より環境に貢献す

るのではないかと用いますので、そういったところ

を意識していかなければいけないか /rsと思っていま

す。

今村 よくあることで、法整備があるから無理や
り数的に合わしたけれども、おっしゃるように、そ

れは効果がなければ一番の目的ではないということ

です。

私は専門でないので聞きか じりですが、20年 ぐら
い前だと ドイツが住宅などをみんな緑で埋めたリバ

イオシェルターみたいなものがはやつたのですが、

今 ドイッは一切やっていません。 ドイツ人は非常に
きちんと計算 して、それは効果がないと。それより

もそれこそファサー ド・ エンジニアリングとか、そ

ちらのほうでやることが実際の環境負荷に対 しては

というようなことがきちんと計算上で出て証明され

ているので、屋上緑化も ドイツでは全然はやってい

ないという話は間いたことがあります。

最後、ちょつと無理な質問かもしれませんが、お

願いいたします。

松延 ファサー ドそのものを緑化するということ
は、お二人もおっしゃったように、かなり恣意的な

感 じが しますし、実際やろうとしても、ご存じのと

おり潅水のシステムをつくったりして、なかなか維

持することが難 しかったりするのは矢□られているこ

とかと思います。温暖化とかそういったものの役に

立つことを考えると、保水力のあるファサー ドとい

うものがこれからできればなというのはずつと前か

ら思っているのですが、日本の環境を考えるとカビ

が生えたり、衛生上の問題でなかなか実現 しづらい

という問題があるので、これが将来実現できればな

ということは常反目っていることです。

今村 保水力というのは植物のためですか。それ
ともいわゆる水を流さないということですか。

松延 外壁が少 し保水してくれるだけで蒸散作用
でヒー トアイラン ド的なビル全体の冷去]効果が出る

ということができれば、すごく大きいかなとずっと

前から思っています。

今村 ジ∃ンさんのプレゼンテーシ∃ンの中で水
の話がありました。でも巻きが入ってしまつたので、

ゆつ<り 間けなかった。実は私は最初に質問したか
つたぐらいに、あの敷地でどうやって水をためるか。

今―方ではゲリラ豪雨や水害が東京などはものす

ごい問題で、専門家によっても地震より水害のほう

がリスクがあるのではないかと言われている中で、

水をどう扱うかという問題も出る。今そこに関連す

るお答えだったのかなと思つています。

時間が来ましたので、私の役割は以上にさせてい

ただきたいと思います。4名 の方々、どうもありが
とうございました。

司会 山本様、松延様、ルーミス様、八尋様、そ
して今村様、本日は本当にありがとうございました。

いま一度、登壇者の皆さまに大きな拍手をお願い致

します。

終 了

０
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